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今回発表の 

事業所や 

サービスの 

紹介 

緑の多い閑静な住宅街に位置する５６床の従来型多床室の施設です。施設内には

地域包括支援センター支所、通所介護事業を併設しています。近隣は練馬区内一

番の高齢化地域です。施設は、認知症になっても安心して暮らせる地域の核にな

れるよう、施設内事業が連携、協働しての運営に取り組んでいます。 
 

 

《１．研究前の状況と課題》 

 利用者の生活を支え、生活リハビリの実施

のため日中帯は利用者の多くがトイレの使

用、食事のための離床や椅子移乗などで、移

乗介助の回数が多く利用者と職員双方の負担

となっていた。移乗介助が要因かと思われる

内出血などの外傷や事故も発生していた。ま

た、利用者の状態や職員の経験や技術、お互

いの体型などにもよって、介護技術だけでは

統一した介助を提供するのが困難な状況にあ

った。腰痛の悩みを抱えている職員もおり、

労働環境改善の必要性も感じていた。 

《２．研究の目標と期待する成果・目的》 

①利用者と職員の双方にとって安全で安心で

きる移乗方法の確立。②利用者個々に適した

統一された介助の提供。③移乗介助が要因の

事故防止。④労働環境の改善。以上の４点が

達成きることを期待して、介護技術向上委員

会が中心となり各専門職が協働し、改題解決 

 に取り組んだ。 

《３．具体的な取り組みの内容》 

＜対象者＞ 

全利用者 50 名の中で移乗介助が必要な方

を対象とし、実際に取り組みを実施した方は

取り組み期間中に退所された方を含めると約

20 名となった。 

＜取り組んだ内容＞ 

・床走行リフトを含む福祉用具のデモによる

選定と見直し、全介護士への伝達研修。リフ

ト対象者の選定。・新任職員への介護技術研修

の実施。・利用者の意向確認と移乗介助方法の

決定と周知。・経過のモニタリングと新規課題

への対応。 

＜取り組み期間＞ 

平成 25 年 10 月～平成 26 年 6 月 

＜取り組み職員＞ 

施設長、介護職員 27 名、看護師 5 名、リハ

ビリ 1 名の合計 34 名。中心職員は、介護技 



術向上委員会（介護士 4 名、看護師 1 名、リ

ハビリ 1 名）の 6 名。 

＜経費等について＞ 

床走行リフト 2 台：81 万円（定価）、スリ

ングシート 4 枚：19 万 1 千 9 百円（定価）、

平行移乗用ボード、スライディングボード、

スライディングシート、立位補助機。 

＜活動のポイント＞ 

職員が実際に対象者になりきって自ら体験

することで、福祉用具の使用上の留意点や介

護の際のポイントが理解できた。 

施設長をはじめ、施設全体での取り組みで

課題解決などがスムーズに行えている。 

《４．取り組みの結果と考察》 

①利用者と職員の双方にとって安全で安心で

きる移乗方法の確立は、トランスファー技術

だけでは困難であった事例をリフトなどの福

祉用具を活用したことによって、今まで抱え

られることで表情が険しくなる、身体に緊張

がでるなどしていた利用者であっても、リラ

ックスした状態で移乗できるようになった。 

②利用者個々に適した統一された介助の提供

は、１名を除いて福祉用具での移乗介助方法

が確立したことで、全職員が統一された方法

でケアを提供できるようになった。その１名

についても介護技術での移乗を行っている

が、新任職員への介護技術研修を実施したこ

とで、統一した方法でのケアは提供できてい

る。ご本人からも職員によって慣れていない

と感じることはあるが、概ねできているとの

感想が寄せられている。 

③移乗介助が要因の事故防止は、内出血など

の外傷に関する事故件数が、取り組み前の同

時期と比較して 55％の減少となった。 

④労働環境の改善は、職員２名が必要であっ

た方が１名で対応などの効率化、リフト導入

により、夜勤職員が実施していた起床時の移

乗介助が楽になったとの声があげられた。 

《５．まとめ、結論》 

 取り組み前に期待していた効果と目的につ 

 いては、考えていた以上の効果をあげること

に成功した。特にリフト導入にあたり、デモ

実施時に職員から出ていた「設置に時間がか

かる」「逆に手間になる」などのマイナス要素

も使用を繰り返すことでコツなど要領が分か

り解決できた。現在ではリフトの増設を望む

声があげられている。また、利用者の中でリ

フトに抵抗を感じスライド移乗方法を選択さ

れた方もおり、結果として自己選択をする機

会となったが職員が考える方法が必ずしも利

用者にとってより良い方法とはなり得ないこ

ともあると改めて再確認することができた。

福祉用具を使用することに対して、利用者を

物扱いしているように感じられるなどのマイ

ナスイメージを持っていた職員は、実際に自

身で体験し利用者が使用している様子を見

て、考えを変えるきっかけにすることができ

た。 

《６．倫理的配慮に関する事項》 

 本研究発表を行うにあたり、利用者の個人

情報やプライバシーに関する情報は使用して

いないが、施設職員については口頭にて確認

をし、本研究発表以外では使用しないこと、

それにより不利益を被ることはないことを説

明し、回答をもって同意を得たこととした。 

《7．提案と発信》 

利用者の安全確保のためのリスク回避を行

うために個人に適した移乗介護方法の確立は

重要になります。また、今後もさらに介護職

員確保が困難になる時代になることは明らか

です。そのなかで施設の財産とも言うべき経

験を積んだ介護士職員が安心して働き続けら

れる労働環境を整備することも必要不可欠と

なっています。本研究発表の内容で利用者と

職員双方の負担軽減に繋ぐことができていま

すので、是非参考にして下さい。 
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